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本
稿
の
目
的

　

本
稿
で
は
、
令
和
四
年
児
童
福
祉
法
改
正
の
い
く
つ
か
の
項

目
の
中
で
、
特
に
市
区
町
村
自
治
体
、
す
な
わ
ち
最
前
線
で
直

接
こ
ど
も
と
接
し
て
い
る
現
場
の
教
職
員
の
方
々
に
関
わ
る
部

分
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
し
て
、
論
じ
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
今
回
の
法
改
正
で
は
、
市
区
町
村
に
「
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
が
明
文
で
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
本

稿
で
は
、
こ
の
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
説
明
を
中
心
に

行
い
ま
す
。

　

筆
者
は
、
日
々
、
市
区
町
村
の
福
祉
、
保
健
、
教
育
分
野
の

現
場
の
人
た
ち
に
向
け
て
研
修
を
行
っ
て
全
国
を
飛
び
回
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
時
に
、
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、「
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
と
は
何
ぞ
や
？
」
と
い
う
質
問
を
受
け
ま
す
。

　

こ
の
質
問
に
正
確
に
答
え
る
た
め
に
は
、
平
成
二
八
年
の
児

童
福
祉
法
等
改
正
に
遡
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
八
年
の
児
童
福
祉
法

等
改
正
で
導
入
さ
れ
た
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
と
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
設
立
の
意
義
や
機
能
は
維
持

し
た
上
で
組
織
を
見
直
し
」、「
一
体
的
に
相
談
支
援
を
行
う
機

能
を
有
す
る
機
関
」
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

● ● ●

特
集
・
子
ど
も
・
家
庭
へ
の
支
援
の
新
展
開
と
課
題

す
ず
き
・
ひ
で
ひ
ろ

日
本
大
学
危
機
管
理
学
部
准
教
授
。
法
務
博
士
（
専

門
職
）。
保
育
士
。
専
門
は
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ⅴ
・
災

害
弱
者
等
危
機
管
理
行
政
法
分
野
。
中
央
大
学
法
学

部
卒
業
、
日
本
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
修
了
。
文

京
区
危
機
管
理
課
長
、
男
女
協
働
課
長
、
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
等
を
経
て
現
職
。
著
書
に

『
行
政
救
済
実
務
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
改
訂
版
）』、（
第

一
法
規
、
二
〇
二
一
年
）、『
必
携 

市
区
町
村
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
マ
ニ
ュ
ア

ル
』（
明
石
書
店
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
。

鈴
木
秀
洋

市
区�
町
村
に
お
け
る
子
ど
も
・
家
庭
支
援
の�

新
た
な
展
開
と
課
題
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図
1
が
令
和
六
年
四
月
一
日

施
行
と
な
る
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
概
要
図
で
す
。
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
は
、「
様
々
な

資
源
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ

ー
を
つ
な
ぐ
」
司
令
塔
的
役
割

を
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
図

1
の
イ
メ
ー
ジ
図
か
ら
も
わ
か

る
と
思
い
ま
す
。

　

以
下
で
は
、
ま
ず
、
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
の
土
台
と
な
っ

て
い
る
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き

ま
す
。

平
成
二
八
年
改
正
に
よ

る
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
制
度

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
土

台
と
な
る
市
区
町
村
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
拠
点
制
度
（
図
2
）

1）

● ● ●

2）

出典：文献 1

図 １　こども家庭センターの設置とサポートプランの作成

◯　市区町村において、子ども家庭総合支援拠点（児童福祉）と子育て世代包括支援セ
ンター（母子保健）の設立の意義や機能は維持した上で組織を見直し、全ての妊産婦、
子育て世帯、子どもへ一体的に相談支援を行う機能を有する機関（こども家庭センター）
の設置に努めることとする。
※　 子ども家庭総合支援拠点：635自治体、716箇所 
子育て世代包括支援センター：1,603自治体、2,451箇所（令和 3年 4月時点）

◯ 　この相談機関では、妊娠届から妊産婦支援、子育てや子どもに関する相談を受けて
支援をつなぐためのマネジメント（サポートプランの作成）等を担う。
※ 　児童及び妊産婦の福祉に関する把握・情報提供・相談等、支援を要する子ども・妊産婦等へのサ
ポートプランの作成、母子保健の相談等を市区町村の行わなければならない業務として位置づけ

○保育所、認定こども園、
幼稚園、地域子育て支
援拠点事業など子育て
支援を行う施設・事業
を行う場を想定。
○市町村は区域ごとに体
制整備に努める。

妊産婦
子育て世帯
（保護者）

子ども

児童相談所協働

密接な
連携

妊産婦、子育て世帯、子
どもが気軽に相談できる
子育て世帯の身近な相談
機関

家や学校以外の
子どもの居場所

産前産後サポート
産後ケア

子育て
ひろば

障害児支援医療機関

保育所
〈保育・一時預かり〉

子ども
食堂

訪問家事
支援

ショートステイ
〈レスパイト〉

放課後児童クラブ
児童館

教育委員会・学校
〈不登校・いじめ相談〉
〈幼稚園の子育て支援等〉

こども家庭センター（市区町村）
「子ども家庭総合支援拠点」と

「子育て世代包括支援センター」の見直し

◯　児童及び妊産婦の福祉や母子保健の相談等
◯　把握・情報提供、必要な調査・指導等
◯　支援を要する子ども・妊産婦等へのサポート
プランの作成、連絡調整
◯　保健指導、健康診査等

業
務

※地域の実情に応じ、業務の一部を子育て世帯等の身
　近な相談機関等に委託可

様々な資源による
支援メニューにつなぐ

民間資源・地域資源
と一体となった
支援体制の構築

等
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は
、
平
成
二
八
年
の
児
童
福
祉
法
等
改
正
に

よ
り
導
入
さ
れ
た
制
度
で
す
。
平
成
二
八
年

改
正
は
、
子
ど
も
施
策
に
お
け
る
大
き
な
転

換
期
と
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
法
律

の
理
念
で
あ
る
第
一
条
の
目
的
規
定
を
改
正

し
た
か
ら
で
す
。
第
一
条
で
子
ど
も
の
権
利

条
約
を
引
用
し
、
か
つ
、
子
ど
も
の
権
利
主

体
性
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
子
ど
も
を
客

体
で
は
な
く
権
利
主
体
と
し
て
捉
え
た
の
で

す
。

　

果
た
し
て
、
こ
の
平
成
二
八
年
改
正
を
皆

さ
ん
は
ど
う
理
解
し
、
学
び
ま
し
た
か
。
皆

さ
ん
の
仕
事
は
、
憲
法
や
法
律
を
根
拠
に
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
二
八
年
改
正
の

後
に
、
皆
さ
ん
が
子
ど
も
に
向
き
合
う
姿
勢

は
、
こ
の
児
童
福
祉
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

大
き
く
チ
ェ
ン
ジ
し
て
い
な
い
と
お
か
し
い

の
で
す
。
子
ど
も
を
客
体
と
し
て
捉
え
る
の

で
は
な
く
、
主
体
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
法

の
枠
組
み
が
変
わ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
組
織

や
仕
事
の
仕
方
を
子
ど
も
中
心
に
変
化
さ
せ

図 ２　児童虐待対応における協働関係図

市区町村における児童等に対する必要な支援を行う体制の関係整理（イメージ図）

子育て世代包括支援センター（母子健康包括支援センター）

○妊娠期から子育て期にわたる総合的相談や支援を実施
・妊産婦等の支援に必要な実情の把握　・妊娠・出産・育児に関する相談に応じ、必要な情報提供・
助言・保健指導　・関係機関との連絡調整　・支援プランの策定

児童相談所（一時保護所）

○相談、養育環境等の調査、専門診断等（児童や家族への援助方針
の検討・決定）

○一時保護、措置（里親委託、施設入所、在宅指導等）
○市区町村援助（市区町村相互間の連絡調整、情報提供等必要な援
助）　等

市区町村子ども家庭総合支援拠点

◯子ども家庭支援全般に係る業務
・実情の把握、情報の提供、相談等への対応、総合調整
◯要支援児童及び要保護児童等への支援業務
・危機判断とその対応、調査、アセスメント、支援計画の作成等、支援
　及び指導等、児童相談所の指導措置委託を受けて市区町村が行う指導
◯関係機関との連絡調整

◯その他の必要な支援
・一時保護又は措置解除後の児童等が安定した生活を継続していくための支援　他

支援拠点が調整機関の主担当機関を担うことで、支援の一体性、
連続性を確保し、児童相談所との円滑な連携・協働の体制を推進

○関係機関が情報を共有し、連携
して対応

要保護児童対策地域協議会

保健機関 医療機関

地域子育て支援拠点・児童館 保育所・幼稚園

学校・教育委員会利用者支援機関

民生児童委員

里親

児童相談所

弁護士会

民間団体

乳児院

児童養護施設

児童心理
治療施設

警察

・責任をもって対応すべき
支援機関を選定
→主担当機関が
　中心となって支援方
針・計画を作成

・支援の進行状況確認等を
管理・評価
・関係機関間の調整、協力
要請　等

配偶者暴力
対応機関

児童家庭支援
センター

市
区
町
村

都
道
府
県

低

高

リ
ス
ク
の
程
度

・実施主体は市区町村
（業務の一部委託可）
・複数の市区町村によ
る共同設置可

同一の主担当機関が、２つの機能を担い一体的に支援を実施
※ただし、大規模市部等では、それぞれ別の主担当機関が機能を担い、
適切に情報を共有しながら、子どもの発達段階や家庭の状況等に応じ
て支援を継続して実施

役割分担・連携を図りつつ、常に協働して支援を実施

要保護児童対策調整機関

出典：文献 2
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な
い
と
お
か
し
い
は
ず
で
す
。
果
た
し
て
子
ど
も
と
向
き
合
う

最
前
線
の
皆
さ
ん
の
職
場
で
、
そ
の
よ
う
な
話
し
合
い
の
機
会

は
設
け
ら
れ
ま
し
た
か
。

　

こ
の
法
理
念
の
転
換
に
伴
う
具
体
的
制
度
と
し
て
、
児
童
福

祉
法
一
〇
条
の
二
が
新
設
さ
れ
、
市
区
町
村
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
の
設
置
（
以
下
「
支
援
拠
点
」
と
い
う
。）
が
市
区
町
村

に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
（
努
力
義
務
）。
こ
の
法
改
正
に
伴
う

児
童
虐
待
対
応
に
お
け
る
関
係
機
関
の
協
働
関
係
を
示
し
た
図

が
前
掲
の
図
2
で
す
。
児
童
相
談
所
や
警
察
だ
け
で
な
く
、
学

校
を
含
ん
だ
多
く
の
地
域
の
関
係
機
関
が
存
在
し
、
ま
た
こ
う

し
た
機
関
の
協
働
に
よ
っ
て
子
ど
も
と
保
護
者
を
守
り
、
継
続

的
に
支
え
る
制
度
設
計
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い

ま
す
。
一
つ
の
関
係
機
関
だ
け
で
子
ど
も
の
命
を
守
る
こ
と
は

困
難
な
の
で
す
。

　

こ
の
法
律
改
正
に
伴
い
、「
市
町
村
子
ど
も
家
庭
支
援
指
針

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」（
雇
児
発
〇
三
三
一
第
四
七
号
・
平
成
二
九
年
三
月

三
一
日
）
が
定
め
ら
れ
、「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
設

置
・
運
営
指
針
」（
雇
児
発
〇
二
二
五
〇
〇
一
号
・
平
成
一
七
年
二
月

二
五
日
）
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

筆
者
も
こ
う
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
に
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員

と
し
て
関
わ
り
、
か
つ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
さ
ら
な
る
具
体
化

3）

4）

と
し
て
、
厚
労
省
の
研
究
事
業
と
し
て
『
市
区
町
村
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
拠
点
設
置
に
向
け
て
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
マ
ニ
ュ

ア
ル
』
を
作
成
し
、
全
国
の
市
区
町
村
に
配
付
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
支
援
拠
点
に

求
め
ら
れ
る
要
件
と
し
て
六
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
一
つ
目
と

し
て
、
地
域
の
す
べ
て
の
子
ど
も
や
家
庭
の
相
談
に
対
応
す
る

た
め
の
子
ど
も
支
援
の
専
門
性
を
も
っ
た
機
関
・
体
制
・
状
態

を
作
る
こ
と
。
二
つ
目
と
し
て
、
地
域
の
資
源
を
有
機
的
に
つ

な
い
だ
在
宅
支
援
を
行
う
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
機
能
を
果
た
す
）

こ
と
。
三
つ
目
と
し
て
、
原
則
と
し
て
一
八
歳
ま
で
の
す
べ
て

の
子
ど
も
（
と
そ
の
家
庭
及
び
妊
産
婦
等
）
を
切
れ
目
な
く
継
続
的

に
支
援
す
る
こ
と
。
四
つ
目
と
し
て
、
個
人
で
は
な
く
チ
ー
ム

（
組
織
）
で
支
援
す
る
体
制
（
人
的
資
源
等
）
の
構
築
・
運
用
を
行

う
こ
と
。
五
つ
目
と
し
て
、
支
援
拠
点
が
担
う
と
さ
れ
る
法
定

業
務
を
行
う
こ
と
（
法
一
〇
条
一
項
一
号
〜
四
号
参
照
）。
六
つ
目

と
し
て
、
支
援
拠
点
と
児
童
相
談
と
の
役
割
の
相
違
を
理
解
し

た
支
援
を
行
う
こ
と
。
以
上
の
六
つ
で
す
。

　

こ
の
要
件
の
う
ち
、
特
に
二
つ
目
に
あ
げ
た
地
域
資
源
を
有

機
的
に
つ
な
い
だ
在
宅
支
援
を
行
う
に
は
、
従
前
か
ら
い
く
つ

か
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
筆
者
は
、
自
ら

の
職
務
遂
行
上
ま
た
全
国
の
自
治
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
等
を

5）

6）

7）
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重
ね
る
ご
と
に
、
自
治
体
組
織
間
に
お
け
る
三
つ
の
壁
を
体
感

し
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
㋐
保
健
・
医
療
、
㋑
福
祉
、

㋒
教
育
の
間
に
お
け
る
壁
で
す
。

　

む
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
・
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ

る
の
で
す
か
ら
、
様
々
な
具
体
的
事
案
に
向
き
合
う
時
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
的
見
地
か
ら
の
見
立
て
の
相
違
が
生
じ
る
こ
と

自
体
は
当
然
あ
り
得
る
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
見
立
て
の
相
違
に
よ
る
対
立
が
あ
り
つ
つ

も
、
目
の
前
の
子
ど
も
対
応
と
保
護
者
対
応
と
し
て
は
、
ま

ず
、
具
体
の
第
一
歩
（
㋐
保
健
・
医
療
、
㋑
福
祉
、
㋒
教
育
の
そ
れ
ぞ

れ
の
関
わ
り
方
）
に
間
隙
が
生
じ
な
い
よ
う
調
整
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
支
援
拠
点
が
司
令
塔
と
な
っ
て
、

要
対
協
の
関
係
機
関
と
い
わ
ば
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
連

携
・
協
働
と
役
割
分
担
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
法
制
度
上
求
め

ら
れ
る
の
で
す
。

　

筆
者
自
身
、
い
く
つ
か
児
童
虐
待
死
事
件
の
検
証
委
員
を
務

め
ま
し
た
が
、
特
に
児
童
福
祉
部
局
と
教
育
部
局
と
の
間
で
意

思
疎
通
が
十
分
に
図
ら
れ
て
い
な
い
と
の
指
摘
す
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
検
証
報
告
書
は
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
す
べ
き
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
い

8）

ま
す
の
で
、
研
修
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
使
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

学
校
現
場
の
先
生
は
、
責
任
感
が
強
い
方
が
多
く
、
虐
待
か

否
か
の
判
断
を
正
確
に
見
極
め
よ
う
と
し
た
り
、
ま
た
自
分
で

何
と
か
解
決
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
し
ま
っ
た
り
し

て
、
学
校
外
に
連
携
を
働
き
か
け
る
（
ヘ
ル
プ
を
求
め
る
）
こ
と

が
必
ず
し
も
得
意
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
多

機
関
連
携
に
よ
る
面
支
援
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
と
保
護
者
を
支

え
る
の
と
い
う
法
制
度
設
計
を
構
築
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
て
お
く
と
、
過
度
に
事
案
を
個
人
や
学
校
の
み
で

背
負
い
込
む
こ
と
を
防
止
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

先
生
方
に
も
数
多
く
の
関
係
機
関
の
応
援
が
あ
る
の
で
す
。

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

そ
れ
で
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
施
行
の
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
設
置
（
図
1
）
で
は
、
支
援
拠
点
制
度
（
図
2
）
の
何
が

維
持
さ
れ
て
、
何
が
見
直
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
再
び
図
1

と
図
2
を
比
較
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
、
図
2
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。「
子
育
て
世
代
包
括
支

● ● ●
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援
セ
ン
タ
ー
（
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）」
と
「
市
区
町
村

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
部
分
の
間

に
矢
印
で
、「
同
一
の
主
担
当
機
関
が
、
二
つ
の
機
能
を
担
い

一
体
的
に
支
援
を
実
施
」
と
説
明
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
原
則
的
な
一
体
的
状
況
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
こ
と

が
必
要
と
の
考
え
の
も
と
に
、
看
板
自
体
を
一
つ
に
し
て
一
体

化
し
た
の
が
図
1
の
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
、
と

い
う
説
明
が
一
番
わ
か
り
や
す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
両
機
関
が
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
、
す
な
わ
ち
、
子
ど
も
の
命
（
心
と
体
）
を
発
達
段
階
に

応
じ
て
継
続
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
守
っ
て
い
く
と
い
う

役
割
が
変
化
す
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
二
八
年
改
正
か

ら
貫
か
れ
て
い
る
子
ど
も
の
権
利
主
体
性
の
流
れ
の
中
に
、
こ

ど
も
家
庭
庁
の
設
置
も
、
こ
ど
も
基
本
法
の
制
定
も
あ
る
わ
け

で
す
。

　

裏
を
返
せ
ば
、
そ
う
し
た
平
成
二
八
年
改
正
の
理
念
が
十
分

浸
透
し
て
お
ら
ず
、
も
う
一
度
こ
ど
も
視
点
か
ら
、
理
念
の
徹

底
を
図
っ
た
の
が
今
回
の
法
制
度
設
計
（
改
正
）
と
い
え
る
の

で
す
。
平
成
二
八
年
改
正
に
伴
い
子
ど
も
中
心
の
制
度
・
運
用

に
変
更
し
た
自
治
体
は
そ
の
維
持
を
、
ま
た
、
そ
う
で
は
な
く

法
改
正
に
伴
う
制
度
・
運
用
を
変
更
し
て
こ
な
か
っ
た
自
治
体

は
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
子
ど
も
主
体
の
組
織
・
制
度
運
用

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
例
と
し
て
は
、
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
分
野
の
一
体
性

が
強
調
さ
れ
て
い
る
た
め
、
教
育
分
野
に
は
影
響
が
な
い
と
考

え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
筆
者
と
し
て
は
、
特
に
、
教
育
分
野
に

お
い
て
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
設
置
と
連
動
さ
せ
て
鑑
み
る
の

で
あ
れ
ば
、
①
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
（
要
対
協
）
に

お
い
て
学
校
も
主
体
的
な
役
割
を
担
う
と
い
う
当
事
者
性
の
意

識
を
も
つ
こ
と
、
②
い
じ
め
対
応
等
に
つ
い
て
一
層
連
携
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
学
校
教
育

現
場
の
教
職
員
の
先
生
方
は
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま

す
（
な
お
、
保
健
と
福
祉
の
連
携
に
関
し
て
、
国
の
説
明
と
し
て
は
、
サ

ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
の
作
成
、
地
域
資
源
の
開
拓
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
て
い
ま

す
）。ま

と
め
（
さ
ら
に
そ
の
先
へ
）

　

学
校
現
場
の
先
生
方
の
負
担
感
は
、
筆
者
も
教
員
の
一
人
と

し
て
十
分
認
識
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
多
様
な
一
人
ひ
と
り
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の
子
ど
も
た
ち
に
目
配
り
を
し
、
寄
り
添
い
続
け
て
い
く
こ

と
、
信
頼
関
係
を
築
き
、
声
な
き
声
も
拾
っ
て
い
け
る
よ
う

に
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
、

日
々
の
生
活
を
ど
れ
だ
け
丁
寧
に
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
対
応

し
て
い
る
か
、
ど
れ
だ
け
大
変
な
毎
日
で
あ
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
を
筆
者
は
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
筆
者
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
直
接
話
を
聞
く
機

会
が
多
い
の
で
（
川
崎
市
の
子
ど
も
権
利
委
員
会
委
員
長
の
ほ
か
、

様
々
な
自
治
体
で
、
い
じ
め
事
案
の
調
査
、
子
ど
も
の
意
見
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
等
を
行
っ
て
い
ま
す
）、
子
ど
も
た
ち
か
ら
直
接
聞
い
た
言
葉
を

お
伝
え
し
て
本
稿
を
締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
学
校
の
先
生
か
ら
は
、
世
界
人
権
宣
言
や
日
本
国
憲
法
の

授
業
は
受
け
た
」「
学
校
の
先
生
か
ら
は
人
権
が
大
事
と
い
う

話
は
聞
く
」。
し
か
し
、「
目
の
前
の
い
じ
め
の
相
談
に
は
、
い

じ
め
た
側
の
話
も
聞
か
な
く
て
は
い
け
な
い
か
ら
…
」「
い
じ

め
た
側
に
注
意
を
し
て
お
い
た
か
ら
…
」「（
中
学
生
に
な
る
と
、

子
ど
も
同
士
の
自
主
性
を
尊
重
し
て
）、
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
解

決
を
」
と
い
う
対
応
が
な
さ
れ
、
被
害
者
で
あ
る
目
の
前
の
子

ど
も
の
人
権
を
守
る
と
い
う
話
と
つ
な
が
っ
て
い
な
い
、
と
の

吐
露
が
な
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
学
校
の
校
則
（
か
わ
い
い
ピ
ン
止
め
は
だ
め
、
髪
を
ま
と

め
る
位
置
の
指
定
、
下
着
の
色
指
定
な
ど
）
の
根
拠
や
理
由
が
わ
か

ら
な
い
と
相
談
に
行
く
と
、『
決
ま
り
は
決
ま
り
で
す
』
と
の

話
が
さ
れ
、
結
局
頭
ご
な
し
に
秩
序
や
ル
ー
ル
遵
守
が
求
め
ら

れ
ま
す
」
と
の
意
見
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
よ
り
も
結
局
校
則
や
全
体
の
秩
序

が
上
位
に
あ
る
の
で
、
子
ど
も
の
意
見
表
明
や
子
ど
も
の
ア
ド

ボ
カ
シ
ー
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、『
ど
う
せ
変
わ
ら
な
い
』
と

思
っ
て
し
ま
う
」「
一
部
の
優
等
生
の
意
見
し
か
聞
か
れ
な
い

の
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
し
ま
う
」
こ
う
し
た
意
見
を
聞
き
ま

す
。

　

今
回
の
法
制
度
設
計
は
、
大
人
の
側
が
試
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ど
う
せ
ま
た
大
人
の
建
前
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
い
う

子
ど
も
た
ち
の
あ
き
ら
め
の
気
持
ち
を
、「
も
う
一
度
大
人
を

信
頼
し
て
い
い
ん
だ
」「
子
ど
も
が
主
人
公
と
い
う
こ
と
を
大

人
が
本
気
で
考
え
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
」、
そ
う
思
っ
て
も
ら

う
た
め
の
大
事
な
大
事
な
一
歩
に
、
今
回
の
法
改
正
後
の
運

用
、
現
場
で
の
対
応
を
私
た
ち
が
創
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
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